近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
３クール日報（２月２日～２月７日）
	報告日
天気
	２月３日（土）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：岸田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	近ブロメンバー
	栗森、谷、永松、久保、山岡、有森、岸田、曽谷

	（主な日程）
	8:30 朝礼、本日の活動説明
10:00 石川県ボラバス到着（個人ボランティア37名）
10:10 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ニーズ受付・現地調査
10:40 ・ボランティア送り出し
11:00 ・ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
15:00 県ボラ解散
16:00 翌日のマッチングの準備（アポ取り、車両運行予定）
17:00 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
18:00 翌日の準備、車両の整列
18:45 活動終了
19:00 宿舎到着
21:00 3クール情報共有（志賀町含む）
22:00 業務完了（各自記録作成）

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査、送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理、ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等を行った。
・今日から兵庫県社協が直接的な役割を持たずに、七尾市社協の動きのサポートと全体のサポートを行う動きに変更した。
〇VCの状況
［新規ニーズ受付24件（未対応600件弱）、ニーズ対応13件（うち完了8件、継続5件）］
・本日から県ボラバスの出発時間が7：30金沢発⇒8：00金沢発に変更された。さらに土曜日の渋滞も相まって、ボラセンに到着したのが10：00となった。
・午前の活動時間が短くなることを回避するため、活動エリア（田鶴浜）のコミュニティセンターを急遽、ボラの休憩所と仮設トイレが使用できるよう、七尾市社協に調整いただき、七尾ボラセンに戻らなくて済むような対応を急遽行った。特に大きな問題なく実施完了。
・昨日のボランティアのアンケートからは、活動時間が短い。待ち時間が長くもったいないとの声が寄せられた。
・災害ゴミ集積場の待ち時間は120分。今日は土曜日ということもあり混雑していた。
・2巡目の送り出しをしても集積場の混雑から軽トラに乗せて終了し、継続となるケースが発生した。しかしながら、ニーズ受付から1か月弱の時間経過をしているケースが出てきていることを考慮すると、一度でも訪問し顔合わせすることに一定の意味があると考える。
・配車を主に担当しているJCIと密に連携し、常に配車の状況を把握できるよう努めた。それでも車両数が増えてくる、今後、受入のボラの増加、集積場の混雑を考えると、リアルタイムで車両位置が確認できる「ＧＰＳ」キーホルダーの購入やＮＴＴドコモなどに協力が得られないか七尾市社協から確認・調整を進めることとなった。
・七尾市の地図の貼り出しを求める声があった。⇒対応済み
○資材の管理・補充
・ニーズ班が現在の在庫状況を把握。
・ニーズ票では必要機材の種類は記載されているが、数量は不明である。現在のボラの数に対し、資材の数量が足りているのか不確定な状況になっている。そのため、明日からは、近ブロが送り出し後の資材渡しの際に数量をメモし、管理を進めることにする。

	今後の主な予定
	・2/5　10：00～技術系ボラ対応に向けた関係者打合せ　近ブロも同席
・2/6　10：00～？七尾市ボラセン関係者会議（市、市社協、近ブロ、他参加予定要確認）
・2/4中島小学校、2/5小丸山小学校、2/７和倉小学校　避難所清掃（市役所依頼）を実施

	調整課題・所感等
	所感：ボランティア数が増加した初日であるが、マッチングと車両ともにバタバタが少々あったものの全体的にはうまく稼働した印象。
短期的目標：七尾市社協職員を支え、休みを取得できるよう支援
中長期目標：未対応のニーズ、未対応地区への対応を見据えた、「ボラの受け入れ方」「ＪＣとの連携強化」「ＮＰＯ等との連携・ボラセン運営の検討」などボラセン強化への支援
県ボラ担当県職員と話す機会があったので、活動時間が短い現状を伝え、移動時間の短縮、団体ボラの積極的登用によるエリアへの帯的な支援の必要性を共有した。

	その他
	・何とか地元社協を支えたい。明日は堀口事務局長が休暇を取ることが可能かもしれない。



